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認定認定
　令和元年度第3回定例会が9月2日から24日までの23日間開催され、11日から

13日に開催された予算決算常任委員会へは、平成30年度一般会計歳入歳出決算

の認定や令和元年度一般会計補正予算（第3号）など、10議案が付託され審査・審

議を行い、すべて認定・可決した。

一般会計
歳出総額

34億7,547万9千円

総務費
838,966
（24.1％）

民生費
858,721
（24.7％）

民生費
858,721
（24.7％）

教育費
486,641
（14.0％）

教育費
486,641
（14.0％）

衛生費
149,449
（4.3％）

衛生費
149,449
（4.3％）

農林水産業費
135,967（3.9％）

商工費
36,365（1.1％）

土木費
461,058
（13.3％）

消防費
155,937
（4.5％）

災害復旧費
4,065（0.1％） 公債費

295,012
（8.5％）

議会費
53,298
（1.5％）

村の財産管理、
広報、情報処理等に
かかったお金

村債として
借りたお金の返済など

高齢者、
障がい者福祉や

保育所、児童手当などに
かかったお金道路、橋梁、公園や

河川維持、村営住宅等に
かかったお金

保育園、小中学校
（エアコン設置含）、図書館、

社会教育施設などに
かかったお金

予防接種、健診、
ごみ処理などに
かかったお金

基金
38億8,261万円

村債
22億4,943万円

基金と村債の状況基金と村債の状況基金と村債の状況

一般会計　実質収支額
1億5,466万円

◆歳入決算額から歳出決算額と翌年
度へ繰り越すべき財源を差し引いた
額。地方公共団体の財政運営の状
況を判断する重要なポイントであり、
一般的に黒字・赤字は実質収支上の
こと。

実質赤字比率　該当なし
連結実質赤字比率　該当なし
実質公債費比率　8.8（25％以下）
将来負担比率　該当なし

◆ 「1」を超えるほど財政に
余裕がある。

財政力指数  0.26
（県内平均  0.4）

◆財政構造の弾力性を測定する
指標。この数値が高いほど財政
が硬直化し、自由度が少なくなっ
ている状態を表す。

経常収支比率　82.9％
（県内平均　86.5％）

（単位：千円）
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平成30年度決算を平成30年度決算を

一般会計
歳入総額
37億766万7千円

分担金・負担金
73,940（2％）

繰入金
83,000（2％）

寄付金
170,871（4％）

地方交付税
1,753,190
（47％）

交付金
173,425
（5％）

その他
333,436
（9％）

村税
532,005
（14％）

村税
532,005
（14％）

国庫支出金
247,054
（7％）

国庫支出金
247,054
（7％）

県支出金
174,380
（5％）

県支出金
174,380
（5％）

村債
110,300
（3％）

村債
110,300
（3％）

繰越金
139,065
（4％）

繰越金
139,065
（4％）

村民税、固定資産税、
軽自動車税など

辺地対策事業債、
緊急防災・減災事業債など
国や銀行から借りたお金

基金から
繰入たお金

29年度の決算で
繰り越されたお金

行政格差をなくすため、
国から交付されたお金

地方譲与税、
利子割交付金、
地方消費税交付金

など

使用料や手数料、
諸収入など

（単位：千円）

◯一般会計・特別会計　歳入歳出決算の状況
歳　　出歳　　入

会　計　名
前年比平成29年度平成30年度前年比平成29年度平成30年度

△13.8％4,031,340,7873,475,479,372△11.1％4,170,406,2333,707,666,023一　般　会　計

△10.2％1,855,589,5731,666,909,372△8.6％1,952,021,4801,784,748,812特　別　会　計

△20.2％710,037,965566,935,184△20.1％730,856,151583,802,981国民健康保険特別会計

0.6％74,265,97074,728,1120.5％74,365,27074,765,712後期高齢医療特別会計

△0.7％757,407,847751,859,351△1.7％782,026,832768,835,378介護保険特別会計

△12.9％313,877,791273,386,725△2.0％364,773,227357,344,741下水道特別会計

△12.6％5,886,930,3605,142,388,744△10.3％6,122,427,7135,492,414,835合　　計
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Ｑ　10月から保育の無償化が
始まる。給食費の負担に変化は
あるか？

Ｑ　プレミアム商品券の
申請が現在3割となって
いる。補正予算で7割を
想定しているが根拠は？

Ｑ　豚コレラ対策として、県からは早
期出荷を勧める方針が出ているが？

Ｑ　危険ブロック塀の撤去補助
制度について期限が近付いてい
る。通学路の点検状況は？

Ｑ　コミュニティーバス厚生病
院線の今後のあり方は？

Ｑ　移住定住促進の観点か
ら、空き家・空地の活用は？

Ｑ　主要財政指数で経常収支比
率が前年度比1.3ポイント下が
り、人件費比率は0.7ポイント
上昇している。財政の硬直化を
考えると、自主財源を伸ばす必
要があるが方策は？

Ｑ　移住定住を希望される方
への、村営住宅の建設や宅地
造成などの今後の対応は？

  令和元年度　各会計補正予算審議 

Ａ　国から副食費は実費徴収
が望ましいと指示が出ている。
学校給食の実費についても補
助を出している関係もあり、
保育園も国基準4,500円に対
して一定の補助を加え3,000
円と提案したい。

Ａ　農家の方が望まれていない。防護
柵・車両消毒・消石灰散布など、ウイ
ルスの侵入防止・防疫を図る取り組み
を考える。

Ａ　今までの政策を変え、
ここに住みたいという需要
を満たすため、来年度から
村費を入れ、優良な不動産
の確保と宅地の提供、それ
に繋がる道路・水道・下水
などの整備を計画できるよ
う進める。

Ａ　厚生病院線は市町村圏域の
枠を超えた豊丘村との共同事業。
今後の高齢化社会の中で広域間
を公共交通で結んでいく流れは
止められない。利用者の分析を
しながら、今後も続けていく。

Ａ　現在、ＨＰや情報誌、地区
の防災研究会において周知・説
明をしている。通学路について
は、ＰＴＡと教育委員会で合同
会議を行い、危険個所について
挙げていただき協議させていた
だく。

Ａ　自主財源強化は村発足以来
の大きな課題。現在の自主財源
比率は0.26。住民を増やし住民
税を増やしていくか、企業を誘
致し法人税を増やしていくかの
舵取りをする時期がくる。何と
か町村平均並みの0.4まであげて
いく。

Ａ　空き家の調査、住宅用
地の権利関係など、飯伊不
動産組合に調査していただ
き、契約の仲介までの協定
を結ぶ予定。

決算をチェック決算をチェック平成
30年度
平成
30年度

9月11日 19時より夜間議会として
予算決算常任委員会を開催。令和
元年度、各会計の補正予算審議を行
い、すべて可決した。

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

9月12日・13日の2日間、延べ85項目の質疑が行われ各会計決算の確認を
行い、すべて承認した。

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇

Ａ　申請期間は1月ま
で。子育ての方も160
想定しているが今後も
伸びることを想定して
7割を設定させていただ
いた。

予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会 委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員長長長長長長長長長長長長予算決算常任委員会 委員長　佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤 文文文文文文文文文文文文 彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦佐　藤　文　彦
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議案第２９号
喬木村災害弔慰金の支給及び災害援護資金の貸
付けに関する条例の一部を改正する条例の制定
について
要旨　災害弔慰金の支給等に関する法律の改正に基づき災
害弔慰金の額及び災害援護資金の限度額の改定、災害障害
見舞金の追加等について改定をするための条例改正案。
　例えば、甚大な災害によって、生計を維持していた者が
死亡した場合に、配偶者、子、父母、祖父母に支払われる
災害弔慰金について、改正前の額150万円が500万円に改
正される。
（主な質疑として）
Ｑ　災害援護資金の１.５％の利率の根拠は。
Ａ　甚大な災害を想定しており、東日本大震災の基準を参
考とした。

議案第３０号

喬木村下水道条例及び喬木村消防団
員の定員、任免、給与、服務等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定
について
要旨　成年被後見人の権利の制限に係る措置の
適正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の成立に伴い、条例の定めている成年被後
見人等にかかる欠格条項その他の権利の制限に
係る措置を見直しを行なう為の条例改正案。
　現行条例の中で、管理者の指定の基準の成年
被後見人若しくは被保佐人が記されているもの
を改正後はその内容を削除し権利を平等にする
もの。

議案第２８号

喬木村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について
要旨　住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴い、旧氏を記載できるようにすること。加え
て本人が個人番号カードを持参した場合に限り、個人番号カードを印鑑登録証に代えて手続きが出来るように
する為の条例改正案。例えば、個人番号カード(マイナンバーカード)を持参し印鑑登録証明書を発行すること
が可能になったり、旧の姓を用いて印鑑登録ができるというもの。
（主な質疑として）
Ｑ　マイナンバーカードの登録の目標は。
Ａ　県の平均が11.2％で、村は８月末時点で7.2％。年度内には９％台にまで伸ばしたい。国としては、５年後
に100％を目標としていて、健康保険証と兼用とする方針。

Ｑ　女性活躍推進となる説明があるが。
Ａ　資格をもった女性や、キャリア女性に対しては旧氏を併記することに一定の効果がある。もちろん男性の
場合も同様。

総務産業建設常任委員会 委員長　下　平　　　貢
　委員会に付託された議案の審査は３件で、審議の結果、全議案原案通り可決した。

平成30年度
各会計決算審査意見書概要

１.　審査結果

　審査に付された全会計の決算書・付属書類につ

いては、法令に準拠され作成され決算係数は正確

であると認められた。

２.　決算概要

　両会計総額総計決算における歳入歳出差引差額

（形式収支）は、約３億５千万円となり前年に引き

続き黒字である。３０年度連結収支決算書において

も、前年同様に年度末資金残高の増加予想がされ、

健全性を確認した。

３.　一般会計

　臨時財政対策債の借入無しで財源確保できたこ

とは評価される。人件費および扶助費の右肩上が

りの状況が想定され、弾力的な行政運営に対して

引き続き努力されたい。基金については、リニア

関連事業や統合保育園の事業が本格化され取り崩

し時期を控えた中で、積み増しに努力されたい。

４.　特別会計

　国保・介護・後期高齢者・下水道の４特別会計

においては全てが黒字となり、一般会計からの繰

入額もルールの範囲であり、基金の積立額も増加

され事業運営上問題なしと確認した。なお下水道

特別会計は公営企業会計に移行された。

５.　水道事業会計

　総務省が公表している健全化基準を満たし、類

似団体の数値と比較しても問題ない事を確認した。

将来負担要素を注視し起債等の財源確保について

も配慮がされ、適切である。
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請願第５号　へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣
県並みの水準に戻すことを長野県知事に求める嘆願書　　賛成
Ｑ　他県との比較でへき地勤務の教諭と給与の差が如何ほどあるか。
Ａ　県の給与平均で換算すると２級地（根羽村）に居住し勤務した場合、
月２万９千円・３年間勤務すると約150万円の給与差が生じる。

請願第４号　義務教
育費国庫負担制度
の堅持・拡充を求
める請願書

賛成　

請願第２号　国の責
任による35人以下
学級の推進と教育
予算の増額を求める
請願書　　　賛成

請願第３号　複式
学級の編成基準の
改善、教職員定数
増を求める請願書

賛成　

　今定例会においては、当委員会に付託された議案はなく請願４件を審査し全てを採択し、関連機関あてに意見書
の提出を行う事と決した。なお、２号〜４号までの意見書提出様式および一部語句の訂正を行うべく意見があり、
訂正しての提出で採択となった。

社会文教常任委員会 委員長　中　森　高　茂

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
全員協議全員協議会会

●豚コレラの対策について
　長野県における野生イノシシの豚コレラの検査結果は8月２７日時点で２６１頭、この内81頭が陽性反
応を示した。陽性イノシシ発見場所から半径10㎞圏内の養豚農場への立ち入り検査を実施し異常の有
無を確認している。県では、経口ワクチンの散布を実施し対応に追われている。また、養豚農場への
豚コレラ侵入を防止するための専決予算２１０、８４１千円をもり、対策に充てた。村も、補助金等交付規
則の一部を改正し、豚コレラ対策防護柵設置や消毒設備設置の費用を追加した。
　尚、議会会期中の9月１４日には塩尻で、9月19日には高森町の養豚場で豚コレラに感染した豚が確
認され、当村では、発生場所を中心とした半径10㎞以内の搬出制限区域となったことから対応に追わ
れる状況となった。
●上下水道料金の消費税増税に伴う影響について
　10月1日より消費税が８％から10％に引き上げられることに伴い、水道料金及び下水道料金の消費
税増税相当額の料金が増額となる。上下水道料金の本体の金額に変動はない。水道料金は、基本料金
が２８円の増額。従量料金が使用量に応じて３〜５円／㎥の増額。下水道料金は、基本料金が３７円の増
額。従量料金が３〜５円／㎥の増額となる。
●リニア中央新幹線関連
　８月８日に、中央新幹線天竜川橋りょうほか新設工事の発注
予定の広報が出された。工期は契約締結の翌日から２０２６年３
月３１日。工事内容は橋りょう約５２０ｍ、高架橋約４４０ｍで、座
光寺側からの橋りょうと、喬木村へ入り、村営住宅あたりまで
の工事となる。概ね来年２月位に業者が選定され、年が明けた
頃に工事説明会が行われる予定。天竜川内の橋脚は、渇水期に
工事を進めたい方針から、来年秋以降に着手をしたい意向。
　また、８月１３日付けの今後の発注見通しでは、中央新幹線阿
島北高架橋ほか新設工事が公開され、高架橋９００ｍ、トンネル１７０ｍが示された。契約手続きを開始
する時期は２０１９年第４四半期〜２０２０年第１四半期の予定。
●三遠南信自動車道関連
　８月１日現在の発注状況は、以前よりの継続も含め、９ヶ所で、概ね１８億円工事が進められている。
●ＩＣＴ公開研究会開催について
　例年行っているICT公開研究会が来たる１１月１４日に行われる。内容については昨年と同様の内容で、
午前中が、第一小学校、第二小学校の公開授業。午後は中学校で公開授業が行われる予定。

ガイドウェイヤード調整池建設工事の様子

　９月２日に行われた全員協議会の主な内容について
報告します。
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団体との懇談会の報告
広聴委員長　昼　神　二三男

広聴委員会

喬木村議会では、議会基本条例の第9条に基づき、議会報告会を兼ねた団体との懇談会を行っております。

目的は、村政の諸課題など村政全般にわたり議会としての立場から議員及び住民が自由に、情報及び意見を交

換する場として位置づけられております。

今回寄せられたご意見・ご要望につきましては、今後の村づくりのために議会で協議・検討してまいります。

◇女性団体連絡協議会
６月２９日（土）
午後７時３０分～９時
議場：委員会室にて２０名参加

〇懇談での意見：課題の一例
・九輪草園の管理は愛好会がボランティアで行ってい
るが、高齢化になり若い人も入らなく大変である。
・婦団連で、廃油利用の石鹸をつくる活動をしている
が、後継者が見当たらず活動の存続が心配である。

◇消防団
８月２３日（金）
午後７時３０分～９時
議場：委員会室にて２７名参加

〇懇談での意見：課題の一例
・活動に見合う個人報酬があれば、団員確保が
図られると思う。
・団員の負担軽減のため、今の時代に沿った活
動について考えることも必要と思う。

◇高齢者クラブ
７月16日（火）
午後７時３０分～９時
議場：委員会室にて３１名参加

〇懇談での意見：課題の一例
・年齢制限を設けたペタンク大会やマレットゴルフ大
会により、高齢者が体を動かす機会が増えると思う。

・会員はいるが年齢の幅ができて、役員のなり手に
困っている。
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下　平　　　貢　議員

商
工
振
興
資
金
斡
旋
融
資
事
業

の
様
な
新
た
な
融
資
制
度
を
設

け
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

農
業
に
対
す
る
融
資
に
は
、
自

然
条
件
に
よ
る
収
穫
変
動
や
価

格
変
動
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
低
利
で
長
期
の
償

還
を
設
定
し
た
制
度
資
金
を
準
備
す

る
こ
と
は
、
村
単
独
で
は
難
し
い
。

金
融
機
関
で
は
農
業
向
け
融
資
も
準

備
さ
れ
て
い
る
の
で
与
信
審
査
を
含

め
専
門
機
関
に
任
せ
た
方
が
良
い
と

考
え
る
。

■
起
業
か
ら
営
農
支
援
全
般
に
亘
る

支
援
制
度
の
転
換
の
見
通
し
は
。

農業関連の被害状況と新たな
融資制度の創設の見通しは。

束　原　靖　雄　議員

６
月
定
例
議
会
元
年
度
補
正
予

算
に
於
い
て
、
豚
コ
レ
ラ
対
策
補

助
金
２
０
０
万
円
計
上
さ
れ
た
が
、

ど
こ
へ
設
置
さ
れ
る
か
。

県
の
飼
養
基
準
に
よ
り
豚
コ
レ

ラ
が
発
生
し
た
場
合
は
、周
辺

の
養
豚
場
も
被
害
が
甚
大
に
な

る
こ
と
か
ら
、豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
を

農
場
へ
持
ち
込
む
可
能
性
の
あ
る
野

生
イ
ノ
シ
シ
等
が
農
場
敷
地
内
に
入

ら
な
い
様
に
柵
、車
両
の
消
毒
を
県
と

協
力
し
て
支
援
す
る
。
大
原
養
豚
場

周
辺
に
防
護
柵
の
設
置
、石
灰
の
散

布
を
県
と
村
の
支
援
で
行
う
。

■
感
染
し
た
豚
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

肉
の
食
用
は
■
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
感

染
調
査
、
報
告
の
方
法
は

豚コレラ発生で養豚農家の
防護対策は

福　澤　眞理子　議員

選
挙
公
報
が
新
聞
折
込
で
配
布

さ
れ
た
。新
聞
を
取
っ
て
い
な
い

家
も
あ
る
。全
て
の
有
権
者
に
配
布
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

従
来
の
方
法
だ
と
、届
く
の
が
投

票
日
の
二
日
前
に
な
る
可
能
性

が
高
い
。投
票
者
の
約
４
割
が
期
日
前

投
票
を
利
用
、定
着
し
て
い
る
。主
権

者
教
育
の
観
点
か
ら
も
早
期
配
布
す

る
こ
と
と
し
た
。３
０
０
弱
の
世
帯
が

ど
の
よ
う
に
情
報
を
得
た
か
確
認
で

き
な
い
。補
完
措
置
に
つ
い
て
有
効
な

対
策
を
模
索
、改
善
し
て
い
き
た
い
。

■
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

選挙公報の配布を
新聞折込にした理由は。

木　下　温　司　議員

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
平
和

教
育
、
広
島
平
和
の
バ
ス
見
直

し
と
今
後
の
対
応
は
。

広
島
平
和
の
バ
ス
も
、　

回
目

１０

を
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
も

見
え
て
き
た
。
今
後
は
、
平
和
人
権

学
習
に
つ
い
て
、
多
面
的
に
学
べ
る

こ
と
を
考
え
、
継
続
も
含
め
検
討
す

る
。
現
時
点
で
は
、
現
在
の
国
際
情

勢
や
沖
縄
戦
争
等
か
ら
平
和
人
権
問

題
を
考
え
る
講
演
会
、
長
野
県
内
又

は
近
隣
の
戦
争
遺
産
を
訪
問
す
る
現

地
学
習
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
た
め
池
と
水
路
の
防
災
に
つ
い
て

広島平和のバス運行事業の
今後について

後　藤　澄　壽　議員

県
道
上
飯
田
線
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
の
総
会
を
う
け
て
、
村

の
取
り
組
み
は
。

竜
東
も
伊
那
谷
全
体
も
共
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
、
竜
西
の

市
町
村
の
み
な
さ
ま
に
も
絶
大
な
協

力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
県
道
上
飯
田
線
の
改
良
促

進
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
は
村
単
独

で
要
請
を
し
て
き
て
い
た
が
、
今

般
、
飯
田
市
長
に
直
談
判
を
し
て
、

飯
田
市
も
と
も
に
要
請
活
動
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

■
協
働
活
動
推
進
に
つ
い
て

県道上飯田線改良促進に
ついて

櫻　井　　登　議員

史
実
を
体
感
し
、
戦
争
を
再
び

起
こ
さ
な
い
堅
牢
な
意
志
を
、

未
来
永
劫
、
行
動
を
継
続
す
る
。
こ

れ
に
尽
き
る
と
思
う
が
。

広
島
平
和
の
バ
ス
事
業
は
、
人

類
で
初
め
て
核
兵
器
が
投
下
さ

れ
た
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

史
実
を
実
感
と
し
て
捉
え
、
歴
史
的

経
過
と
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
平
和
人
権
学
習
に
お
い
て

は
当
時
体
験
さ
れ
た
方
々
が
ご
高
齢

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
「
語
り
継
ぐ
」
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。

■
保
育
園
建
設
地
決
定
を
受
け
て
、

車
両
通
行
上
の
い
く
つ
か
の
課
題

は
、
ほ
か

平和学習をどのように
捉えて今後に臨まれるか
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下下下下下下下下伊伊伊伊伊伊伊伊那那那那那那那那北北北北北北北北部部部部部部部部ブブブブブブブブロロロロロロロロッッッッッッッッ下伊那北部ブロッククククククククク
議議議議議議議議員員員員員員員員研研研研研研研研修修修修修修修修議員研修会会会会会会会会会

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

後　藤　章　人　議員

村民の交通安全は

佐　藤　文　彦　議員

村
民
の「
安
全
・
安
心
」を
守
る
医

療
機
関
の
堅
持
・
確
保
に
向
け
た

今
後
の
施
策
・
方
向
性
は
。

大
変
重
要
で
、
難
し
い
課
題
。村

に
と
っ
て
も
無
医
村
に
な
る
こ

と
は
、
あ
ま
り
に
も
イ
メ
ー
ジ
が
悪

い
。現
在
進
め
て
い
る「
小
さ
な
拠
点
」

構
想
の
中
で
も
医
療
機
関
を
置
く
こ

と
は
重
要
な
ピ
ー
ス
の
一
つ
。こ
の
村

か
ら
お
医
者
さ
ん
が
い
な
く
な
る
こ

と
は
一
切
想
定
し
て
い
な
い
。村
出
身

の
お
医
者
さ
ん
を
含
め
、
発
掘
に
全

力
を
尽
く
す
。

■
医
療
と
介
護
連
携
を
含
め
た
医
療

体
制
の
あ
り
方
■
村
営
診
療
所
の
開

設
や
開
業
医
確
保
に
向
け
た
施
策
の

検
討
は
。

今後の喬木村地域医療の
あり方について

開催場所開催時間曜日月日区名

氏乗集落センター19：00月10月7日氏 乗

喬木村福祉センター19：30水10月9日小 川

伊久間農産加工センター19：30木10月１７日伊 久 間

大和地集落センター19：30月10月21日大 和 地

大島公民館19：00火10月22日大 島

第一公民館19：30水10月23日阿 島

南部防災センター19：00火11月5日富 田

加々須区民会館19：30火11月12日加 々 須

【開催日程】

　８月８日北部ブロック議員研修会が喬木村議会が当番とし

て福祉センターで行われ、飯田市、下伊那郡が合区となって

初めての県会議員４名と町村長を来賓として迎え、前半は南

信州地域振興局、企画振興長神田大介氏による「リニア新時

代のフロンティアー南信州」の講演会を行い、リニア長野県

駅を中心とした産業発展の内容でした。後半は三分科会に分

かれて県への要望１４項目を全体会議で採択した。

＝喬木村からの要望事項は？＝
１　南信州地域振興局管内に運転免許センターの早期設置を

求めることについて

２　長野県によるグループホームの防犯防災設備等設置改修

に対する助成制度の新設を求めることについて

３　県道上飯田線改良の早期着工を求めることについて

喬木村で開催 

地区懇談会地区懇談会をを開催中開催中
　今年度の地区懇談会は８区

を議員全員（１２名）が参加で行

います。

　議員からは特に定数、報酬につい

て議会の考えを示し、住民の方の意

見を伺います。

　また、第５次総合計画に基づき、

各地区の課題についても地元の皆様

からお伺いし今後の新しい村づくり

を進めます。

車
の
急
発
進
防
止
装
置
の
取
り

付
け
へ
の
補
助
は

国
、
長
野
県
共
に
、
安
全
対
策

の
検
討
に
入
る
。
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の

自
治
体
の
対
応
だ
け
で
は
十
分
な
も

の
に
は
な
ら
な
い
。
喬
木
村
と
し
て

は
、
国
及
び
県
、
他
自
治
体
の
動
向

を
確
認
し
つ
つ
、
議
員
か
ら
の
提
案

も
含
め
、
新
た
な
高
齢
者
交
通
事
故

防
止
対
策
に
つ
い
て
、
研
究
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
天
竜
川
の
カ
ヌ
ー
事
故
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
。
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議会モニター議会モニター 議会を身近に感じるために
原　　　智　明

　議会モニターの友人に誘われ任期途中からモ

ニターになりました。その前年に一度だけ夜間

議会を傍聴する機会がありました。

それまでの私は、議場が新しくなったことを知っ

てはいたものの、議場がどこにあるのかさえ知

らない、とても遠い存在でした。

　そんな私ですが、モニターになったからには

少しでも傍聴に行かなければと、半分重い腰を

上げて向かいました。

　最初の頃はただ傍聴するだけでしたが、回を

重ねていくと議会というものがだんだんわかるようになっていきました。

　一般質問や委員会のなかで発言する議員、理事者や職員の答弁を聞いていくうちに、身近なものになっ

てくるのを感じるようになりました。また、村のために頑張っている議員の皆さんの活動も、たくさんあ

るんだなあということも知りました。

　この投稿は、そんな私のような方を一人でも多く増やしたいという気持ちで書いています。せっかくの

夜間休日議会です。若い方も傍聴できるチャンスです。各地区で行われる年に一度の議会懇談会だけでは、

なかなか身近なものに感じることはできません。

　村を知る、作る、守るには議会を知ることも大事なことと思います。興味のある方はお近くのモニター

または私に連絡いただければと思います。議会を身近に感じるために、一緒に傍聴に行きましょう！

▼平和のバス事業について議員二人からの質問があ

り、疑問に感じました。議員の中で調整して、代表で

質問したらと思います。見直しについて、一つの方法

として３年に一度の計画ではどうですか。貴重な体験

をなくすことのないように希望します。

▼モニターとの懇談について、もう少し早く計画を立

てて連絡してほしい。議員一人一人のなお一層の努力

を。

▼社会文教常任委員会を傍聴。これからますます少子化になり、大変なことと思い聞かせていただき

ました。ぜひ４つの請願が認めていただけるまで頑張って頂きたいと思いました。

　３月春休みに、他市町村に先駆け小中学校

にエアコン設置が行われた。議会では、整備

後の環境確認を参観日に合わせて行った。先

生・生徒が快適な環境の中で、授業に集中し

ている様子を参観した。その温度管理など運

用も適切に行なわれていた。

●傍聴席から

●現場視察
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～ 歩く議員 ～
　

後藤　澄壽 
　「歩く村議」後藤澄壽でござい

ます。「歩く村議」を公約して村議

に就任以来、ひとまわり3時間半

ほどかかる地区を10周以上、他地区も友人と一

緒に50周近く回りました。

　「歩く」事で得たものは、

１　いろんな人々と話すことができた。

　中には、お茶を出していただいた方があっ

たり、「村議としての業績は」と厳しく尋問さ

れる方もありました。

　「一般質問で質問してもらいたい」という

要請を受けることもありました。

２　喬木村の豊かな自然、季節の移り変わり、

その中での農作業など、を目で見、肌で感じ

た。

３　歩くことは、心身の健康にも役立った。

　ということで、今後も「歩く村議」を続けてま

いります。見かけましたら、気軽に声をおかけ

ください。

～ 新たな挑戦 ～
　

下岡　幸文 
　議会以外の活動の紹介をとい

う依頼ですが、議員である限りは

議員活動が最優先です。そのため

なかなか休みが取れず、日本中を旅したいとい

う夢が実現出来ずにいます。昨年は県や国で喬

木村議会の取り組みの事例発表する機会が何

度かあり、その影響かこの２年間に、西は福岡

県から東は群馬県まで全国各地20以上の町村

議会が視察に来ました。来られる議員の方の質

問を聞いていると、ただ聞くだけの方もいます

が、驚くほど調査研究して質問される方もいま

す。せっかく費用をかけて喬木村へ来てくれる

ので、各議会の取り組みや考えを聞く良い機会

と考え、視察の申し出は全て受けています。視

察を迎えるために、名前も知らなかった町村の

場所や特徴などを調べながら、いつか時間が出

来たらこれらの町村を訪ねたいというのが私

の次の挑戦です。

～ 農とともに ～
　

下平　　貢 
　小川両平で生まれ育ち、現在

53歳と8ヶ月。妻と二人で農業を

営んでいます。冬春いちご、夏秋

トマト、市田柿、水稲が主な栽培品目です。両親

の経営方針が、１年間通じて生産があることと

してきたこともあり、多少品目が変わってきた

ものの同じような経営を引き継いでいます。消

費者の皆様の笑顔を想像しながら日々作物と

向き合っています。いちご狩りでは、お客様の

笑顔が直接見られることから、私の活力の1つ

となっています。トマトはまだ５年の経験しか

ありませんが、隔離ベンチ栽培で水分コント

ロールして作っています。ここ数年間のうち

に、祖母、母、父と他界し寂しさもひとしお、身

にしみていますが地域の皆様に支えられなが

ら暮らしております。趣味という趣味は持ち合

わせていませんが、歴史ドラマにははまってし

まいますね。最近はYouTubeで昔の作品も見ら

れるので懐かしく見ています。これからも宜し

くお願いします。

～ 原点に還って ～
　

後藤　章人 
　中学・吹奏楽（テナーサック

ス）、高校・水泳（背泳ぎ）,大学・ラ

イフル射撃（22口径ライフル）を

やってきたのですが、現在続けているものはあ

りません。ここ何年かは、時間のある時に出席

できる地元のマレットゴルフを楽しみにして

います。成績は、下位で安定していますが、良い

息抜きになります。

　仕出し業と議員活動を両立すべく、時間のや

りくりを毎日考え、活動していますが、不規則

な生活になる事は、日常となりつつあります。

　二期目の今は、総務産業建設委員のほかに、

新たに、議会運営委員長の役を受けもっていま

す。二期目の半分が終わった今でも、自分の役

割を探っているような状況ですが、「初心忘る

べからず」「現場第一」をモットーに今後も議員

活動に励んでいきたいと思っています。

議員の人となりなどを議員自らが紹介します。議 員 紹 介議 員 紹 介
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台
風　

号
に
よ
る
千
葉
県

１５

内
の
停
電
、
断
水
な
ど
２
週

間
を
経
て
も
ま
だ
続
い
て
い

る
と
い
う
。
豚
コ
レ
ラ
も
発

生
か
ら
１
年
を
経
過
、
現
場

が
強
く
要
望
し
て
き
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
目
途
が
つ
い

て
き
た
が
、
発
生
は
止
ま
ら

ず
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
有
事
の
際
の

迅
速
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

議
会
も
、
非
常
時
に
活
動
を

継
続
で
き
る
よ
う
検
討
を
始

め
て
い
る
。
６
月
で
委
員
会

構
成
が
変
わ
り
、
議
会
だ
よ

り
の
編
集
委
員
も
入
れ
替

わ
っ
た
。
試
行
錯
誤
に
な
る

と
思
う
が
、
よ
り
わ
か
り
や

す
い
紙
面
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

是
非
お
読
み
い
た
だ
き
ご

意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。　
 
（
福
澤
眞
理
子
）

編
集
委
員
会

委

員

長　

福
澤
眞
理
子

副
委
員
長　

束
原　

靖
雄

委　
　

員　

中
森　

高
茂

委　
　

員　

下
平　
　

貢

委　
　

員　

佐
藤　

文
彦

　

牛
を
飼
っ
て
い
ま
す

多　

田　

友　

也　

　

平
成　

年
６
月
か
ら
黒

２６

毛
和
牛
の
繁
殖
（
子
牛
を

産
ま
せ
、
販
売
す
る
）
の

仕
事
を
親
か
ら
引
き
継
ぎ
、

牛
と
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
に
も
、
多
少
な

り
、
手
伝
っ
て
い
た
も
の

の
、
そ
う
簡
単
に
い
く
も

の
で
も
な
く
、
ま
ず
は
牛

に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
今
で
は
牛
が

寄
っ
て
き
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
一
産
と
、
子
牛

を
育
て
、
販
売
す
る

の
が
柱
に
な
り
ま
す
。

牛
は
種
付
け
を
し

て
、約
２
８
５
日
で

生
ま
れ
ま
す
。
お
産

の
時
は
集
中
す
る
あ
ま
り

牛
舎
で
寝
て
、
す
ぐ
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、

用
事
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

り
、
無
事
に
生
ま
れ
る
こ

と
の
み
に
気
を
使
っ
て
い

ま
す
。
子
牛
は
約
８

カ
月
で
市
場
出
荷
さ

れ
ま
す
。
生
ま
れ
て

か
ら
３
カ
月
、
５
カ

月
、
出
荷
ま
で
、
成

長
時
期
に
合
わ
せ
た

エ
サ
や
り
、
ど
の
エ

サ
を
ど
の
位
与
え
る

か
に
よ
り
大
き
く
成

長
に
差
が
出
ま
す
。

正
直
、
い
ま
だ
に
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
部
会
の
勉
強
会

に
で
た
り
、
専
門
書
を
読

ん
だ
り
、
牛
飼
い
仲
間
に

相
談
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

あ
る
牛
の
先
生
に
「
牛
は

育
て
る
も
の
で
は
な
く
、

つ
く
る
も
の
だ
」
と
言
わ

れ
、
今
で
は
「
子
牛
を
つ
く

る
」を
念
頭
に
置
い
て
日
々

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

生
き
物
相
手
で
、
毎
日
の

仕
事
で
す
の
で
健
康
に
は

十
分
留
意
し
、
飽
き
ず
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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